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「
温
泉
マ
ー
ク
嵐
」
」
由
来
記

は
し
が
き

馬
場
町
（
会
員
）
　
外
　
山
　
健
　
　
一

　
私
は
、
日
本
一
の
温
泉
地
を
自
負
す
る
別
府
国
際
観
光
温
泉
文
化
都

市
に
住
ん
で
い
る
。
だ
が
、
地
図
で
温
泉
地
を
表
す
「
温
泉
マ
ー
ク
」

を
誰
が
考
案
し
、
日
本
で
い
つ
頃
か
ら
使
用
し
た
の
か
。
図
形
と
し
て

の
温
泉
記
号
の
変
遷
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
別
府
観
光
の
先
覚

者
「
油
屋
熊
八
翁
」
の
考
案
で
あ
る
等
々
、
諸
説
は
紛
々
。
果
た
し
て

考
案
者
が
誰
で
あ
っ
た
の
か
さ
え
、
今
日
ま
で
特
定
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
丁
人
の
土
木
技
術
者
と
し
て
、
専
門
的
な
視
点
か
ら
「
地

形
図
記
号
」
の
一
つ
で
あ
る
温
泉
記
号
の
誕
生
を
解
明
し
て
み
る
こ
と

に
し
た
。

　
一
　
地
形
図
記
号
の
デ
ザ
イ
ン

　
日
本
で
最
初
の
科
学
的
に
正
確
な
地
図
は
、
伊
能
忠
敬
（
一
七
四
五
～

一
八
一
八
年
）
の
地
図
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
明
治
に
な
っ
て
、
本
格
的
に
詳
細
か
つ
正
確
な
全
国
の
地

図
が
作
ら
れ
は
じ
め
た
。
日
本
で
も
、
軍
部
が
軍
事
目
的
か
ら
正
確
で

詳
細
な
地
図
を
作
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
陸
地
の
地
図

は
陸
軍
の
所
管
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
二
万
分
の
一
の
「
迅
速
図
」
（
急
い
で
作
っ
た
た
め
か
多
少

不
正
確
、
明
治
一
六
年
）
が
作
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
「
陸

軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
」
が
設
置
さ
れ
、
全
国
的
に
統
一
し
た
形
式

の
五
万
分
の
一
の
地
形
図
が
作
ら
れ
た
。

　
こ
の
陸
軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
は
第
二
次
大
戦
後
、
陸
軍
か
ら
建

設
省
へ
と
移
管
さ
れ
、
さ
ら
に
「
建
設
省
地
理
調
査
所
」
と
な
り
、
の

ち
に
現
在
の
「
建
設
省
国
土
地
理
院
」
の
所
管
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
地
形
図
の
記
号
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
は
、
古
く
か
ら
「
記
号
は
一
見

し
て
そ
の
現
物
が
連
想
さ
れ
る
こ
と
。
か
つ
、
描
き
や
す
く
印
刷
が
容

易
で
あ
る
こ
と
」
を
基
調
に
し
て
考
案
さ
れ
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
知

ら
れ
る
。

　
さ
て
、
地
形
図
記
号
制
定
の
主
眼
と
す
る
と
こ
ろ
は

　
①
　
明
確
に
物
体
の
種
別
を
判
定
し
得
る
も
の

　
②
　
意
匠
が
美
術
的
で
地
図
に
美
観
を
添
え
る
紀
）
の

　
③
　
簡
潔
に
し
て
し
か
も
要
を
得
、
描
画
が
容
易
で
あ
る
こ
と

を
理
想
と
し
た
。
現
行
基
本
地
形
図
の
諸
記
号
は
「
陸
軍
参
謀
本
部
陸

地
測
量
部
」
以
来
、
数
十
年
に
亘
っ
て
使
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
、

主
要
な
も
の
を
次
に
記
載
し
て
み
よ
う
。

－73－



　
二
　
地
形
図
記
号
の
起
こ
り

田
…
寺
院
＝
仏
教
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
（
梵
字
「
マ
ン
ジ
」
よ
り
）

文
…
学
校
＝
「
文
」
の
字
形

△
‐
・
：
裁
判
所
＝
高
札
の
略
形

φ
・
・
：
税
務
署
＝
そ
ろ
ば
ん
（
算
盤
）
の
一
部

…
○
・
：
官
公
庁
＝
篆
書
（
漢
字
の
一
体
）
の
「
公
」
の
図
案
化

Ｔ
・
：
測
候
所
＝
風
速
計
の
略
形

）
－
・
：
消
防
署
＝
消
防
用
器
具
の
刺
股

卓
：
工
場
＝
機
械
の
歯
車
の
一
部
　
　
　
　
　
　
　
　
’

∴
…
茶
畑
＝
茶
の
実
の
抽
象
化

〒
・
：
郵
便
局
＝
逓
信
省
の
「
テ
」
の
図
案
化

（
‥
‥
）
…
銀
行
＝
昔
の
金
庫
の
小
判
の
「
投
入
口
」
を
形
ど
る

⑧
・
：
警
察
署
＝
「
六
尺
棒
」
（
明
治
当
初
の
警
棒
）
の
交
差
を
丸
で
囲
む

（
｛
｝
・
：
保
健
所
＝
赤
十
字
を
丸
で
囲
む

珂
・
：
神
社
＝
鳥
居
の
形
状

⊥
…
墓
地
＝
墓
石
の
側
面
形

　
三
　
温
泉
マ
ー
ク
の
発
祥
地

　
群
馬
県
安
中
市
（
も
と
井
伊
家
、
の
ち
板
倉
家
の
城
下
町
）
近
郊
の

磯
部
温
泉
が
「
温
泉
マ
ー
ク
」
発
祥
の
地
と
さ
れ
て
い
る
。

　
万
治
四
年
（
一
六
六
コ
、
今
か
ら
約
三
四
〇
年
前
の
三
月

二
十
五
目
、
農
民
の
土
地
争
い
に
決
着
を
付
け
る
た
め
、
評
決
文

「
上
野
国
碓
氷
郡
上
磯
郡
村
と
中
野
谷
村
就
野
論
裁
断
之
覚
」
が
江
戸

幕
府
か
ら
出
さ
れ
た
。
そ
の
添
付
図
に
は
、
磯
部
温
泉
と
記
し
た
「
温

泉
マ
ー
ク
」
が
二
つ
描
か
れ
て
い
る
。
専
門
家
が
調
査
し
た
結
果
、
こ

の
「
温
泉
マ
ー
ク
」
が
日
本
で
使
わ
れ
た
最
古
の
も
の
で
あ
る
と
判

明
し
た
。
地
図
の
温
泉
記
号
は
、
温
泉
が
流
れ
る
泉
か
ら
「
ゆ
げ
（
湯

気
）
」
が
あ
が
っ
て
い
る
様
子
を
具
象
化
し
て
い
る
。

　
こ
れ
こ
そ
温
泉
記
号
の
日
本
最
古
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
、
磯
部

温
泉
近
く
の
赤
城
神
社
に
そ
の
「
記
念
碑
」
が
建
立
さ
れ
た
。
ま
た
、

磯
部
温
泉
の
旅
館
「
長
寿
館
」
前
に
も
温
泉
記
号
発
祥
の
碑
が
建
て
ら

れ
て
い
る
（
稿
末
　
写
真
参
照
）
。

　
四
　
温
泉
マ
ー
ク
の
歴
史

　
温
泉
マ
ー
ク
は
本
来
、
天
然
温
泉
を
示
す
「
地
形
図
記
号
」
な
の
だ

が
、
以
前
か
ら
温
泉
の
看
板
や
案
内
記
、
手
拭
い
の
図
案
な
ど
に
も
使

わ
れ
、
観
光
温
泉
地
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
戦
後
は
全
国
の
温
泉
旅
館
や
町
の
銭
湯
、
昨
今
は
連
れ
込

み
ホ
テ
ル
の
看
板
ま
で
、
夜
の
都
会
に
誘
惑
的
な
ネ
オ
ン
と
な
っ
て
輝

い
て
い
る
。

　
こ
の
「
温
泉
記
号
」
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
明
治
時
代
に
三
十

年
の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
建
設
省
地
理
調
査
所
（
後
の
国
土
地
理

院
）
に
奉
職
三
十
数
年
の
高
木
菊
三
郎
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
も
っ
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と
も
古
い
記
号
は
明
治
十
二
年
内
務
省
地
理
局
測
量
課
で
制
定
さ
れ
た

点
図
が
「
事
の
は
じ
ま
り
」
純
日
本
風
の
箱
ぶ
ろ
（
風
呂
）
か
ら
湯

気
の
立
っ
て
い
る
有
様
を
具
象
化
し
た
。

　
明
治
十
八
年
以
降
、
地
質
調
査
所
作
成
の
地
質
図
で
は
温
泉
が
▲
、
冷

泉
が
△
と
し
て
示
さ
れ
、
地
形
図
で
は
温
泉
浴
場
が
当
図
記
号
で
示
さ

れ
て
い
た
。
こ
れ
は
欧
州
式
の
浴
槽
に
シ
ャ
ワ
ー
を
記
号
化
し
た
も
の

で
、
さ
し
ず
め
「
文
明
開
化
の
風
潮
の
所
産
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
旧
陸
軍
は
、
軍
用
地
図
に
同
年
噴
泉
記
号
と
し
て
あ
の
了
‘

ク
を
用
い
、
噴
出
口
か
ら
噴
出
す
る
鉱
泉
を
示
し
た
。
し
か
し
、
同

十
八
年
に
、
日
本
独
自
の
天
然
鉱
泉
が
湯
つ
ぽ
か
ら
噴
き
出
す
様
子

を
太
）
図
で
現
し
、
つ
い
で
同
二
十
四
年
志
図
（
注
二
二
本
の
湯
気
の

長
さ
形
が
同
じ
）
　
の
記
号
に
変
わ
り
、
さ
ら
に
明
治
二
十
八
年
以
後

四
十
一
年
ま
で
、
氷
）
図
（
注
二
二
本
の
湯
気
の
形
が
左
か
ら
右
に
少

し
ず
つ
下
が
り
三
本
目
が
噴
出
口
に
つ
く
）
に
な
っ
て
、
鉱
泉
一
般
の

記
号
と
な
っ
た
。
（
稿
末
　
写
真
参
照
）

　
昭
和
十
四
年
、
ド
イ
ツ
の
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
市
温
泉
協
会
長
が
来
日
し
た

と
き
、
こ
れ
こ
そ
「
世
界
名
記
号
」
と
絶
賛
し
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
ほ
か
の
「
地
形
図
記
号
」
は
、
世
界
共
通
の
も
の
が
多
い
の
に
、
こ

の
マ
ー
ク
だ
け
は
日
本
独
特
の
も
の
。
「
子
孫
に
誇
る
べ
き
貴
重
な
文

化
遺
産
」
と
し
て
、
今
や
そ
の
文
化
（
？
）
が
巷
に
氾
濫
し
て
い
る
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。

五
　
温
泉
記
号
の
変
遷

さ古古昌６古６血６０△

江
戸
近
郊
図
　
嘉
永
三
年

銅
版
大
日
本
精
国
　
慶
応
三
年

近
畿
全
国
　
明
治
九
年

測
絵
図
譜
　
明
治
十
一
年

迅
速
図
式
　
明
治
十
六
年

仮
製
図
式
　
明
治
十
八
年

輯
製
二
十
万
文
之
一
国
図
式
　
明
治
二
十
年

明
治
二
十
四
年
式
　
明
治
二
十
四
年

明
治
二
十
八
年
式
　
明
治
二
十
八
年

昭
和
三
十
年
式
　
昭
和
三
十
年

現
在
使
用
げ
も
の

　
六
　
油
屋
熊
八
と
温
泉
マ
ー
ク

　
今
日
ま
で
、
油
屋
熊
八
翁
に
関
す
る
伝
記
・
小
説
を
は
じ
め
、
温

泉
観
光
の
図
書
類
が
実
に
二
十
八
冊
ほ
ど
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
、
十
一
冊
に
「
油
屋
熊
八
翁
と
温
泉
マ
ー
ク
」
の
こ
と
が
記
述
さ
れ
、

そ
の
内
の
ほ
と
ん
ど
が
「
温
泉
了
‐
‘
ク
は
油
屋
熊
八
翁
の
考
案
し
た
も

の
で
あ
る
」
旨
、
記
述
す
る
。
そ
の
文
面
要
旨
は
、
お
よ
そ
次
の
三
点

に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

　
①
　
「
今
で
は
日
本
地
図
に
温
泉
地
の
マ
ー
ク
と
し
で
使
わ
れ
て
い
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る
、
あ
の
デ
ザ
イ
ン
は
油
屋
熊
八
翁
が
考
案
し
た
も
の
だ
っ
た
」

　
②
「
マ
ー
ク
の
作
者
は
熊
八
翁
で
な
く
、
別
人
と
い
う
説
も
あ
る
」

　
③
「
今
で
は
お
な
じ
み
の
温
泉
マ
ー
ク
を
考
案
し
た
の
も
油
屋
熊
八

　
　
翁
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か

　
　
し
、
油
屋
熊
八
翁
が
別
府
の
宣
伝
に
好
ん
で
温
泉
マ
ー
ク
を
使
っ

　
　
た
の
は
疑
い
の
な
い
事
実
だ
」

　
こ
れ
を
要
す
る
に
、
温
泉
マ
ー
ー
ク
の
登
場
し
た
の
が
嘉
永
三
年

二
八
五
〇
）
、
江
戸
近
郊
関
八
州
北
陸
図
が
始
ま
り
で
、
今
日
の
温
泉

マ
ー
ク
の
原
形
は
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
「
仮
製
図
式
」
か
ら
で

あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
　
　
’

　
油
屋
熊
八
翁
が
別
府
に
定
住
し
た
の
が
明
治
四
十
四
年
十
月
一
目
。
昭

和
十
年
三
月
二
十
七
日
に
没
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
「
油
屋
熊

八
翁
の
考
案
」
と
す
る
に
は
年
代
が
符
合
し
な
い
点
が
誠
に
残
念
で
あ
る
。

　
あ
と
が
き

こ
れ
ま
で
の
調
べ
で
判
明
し
た
点
は
、
温
泉
マ
ー
ー
ク
の
発
祥
の
地
が
群

馬
県
安
中
市
の
磯
部
温
泉
で
あ
る
こ
と
。
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
温
泉

マ
ー
ク
の
原
形
は
、
明
治
十
八
年
に
日
本
の
近
代
的
な
地
図
を
作
ろ
う

と
考
え
た
内
務
省
地
理
局
が
考
案
し
た
も
の
で
「
仮
製
図
式
」
か
ら
使

用
さ
れ
た
こ
と
。
温
泉
マ
ー
ク
は
世
界
に
類
が
な
く
日
本
独
特
の
も
の

で
、
昭
和
十
四
年
に
ド
イ
ツ
の
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
市
温
泉
協
会
長
が
来

日
し
世
界
名
記
号
と
絶
賛
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
建
設
省
地
理
調
査
所
（
後
の
国
土
地
理
院
）
に
奉
職
三
十
数
年
の
高

本
菊
三
郎
氏
（
明
治
二
十
一
年
生
れ
、
昭
和
三
十
年
退
職
）
は
す
で
に

鬼
籍
に
入
ら
れ
、
直
接
お
話
を
聞
け
な
い
の
が
非
常
に
残
念
で
あ
る
。

　
今
回
の
調
査
に
あ
た
り
群
馬
県
安
中
市
商
工
課
職
員
、
別
府
市
亀
の

井
ホ
テ
ル
・
亀
の
井
自
動
車
株
式
会
社
、
長
野
県
諏
訪
郷
土
史
文
化
協

会
、
南
信
日
日
新
聞
社
の
方
々
を
は
じ

め
多
く
の
方
か
ら
、
資
料
と
情
報
の
提

供
を
こ
こ
ろ
よ
く
戴
き
ま
し
た
こ
と
に

対
し
て
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
（
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